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山 本 信 次 郎
1 8 7 7  -  1 9 42

山本信次郎は1877年（明治10年）に、現在の神奈川県藤沢市片
瀬に、当時の鎌倉郡の郡長などを務めた地主の家に生まれました。
暁星学園を創立したマリア会の修道士たちが、父が所有していた洋
館を避暑地として借りたことで、付き合いが始まり、1891年（明治24
年）に暁星中学校に入学しました（同校の4期生で10人目の入学
者）。修道士たちとの寮生活でフランス語や英語を身に着けました。
1893年（明治26年）に受洗（洗礼名はステファノ）。
卒業後は海軍の軍人となり、特にその語学力を買われて国際的に

活躍しました。東郷平八郎の幕僚となり、日露戦争にも従軍していま
す。1914年（大正3年）には在イタリア駐在武官となり、教皇庁を始め
として、ヨーロッパのカトリック社会に幅広い人脈を築きました。第一
世界大戦の終戦後のパリ講和会議にも海軍代表の随員として参
加、日本が得た南洋諸島への宣教師派遣問題（日本領となったこと
で引き上げた宣教師たちの代わりを派遣してもらう問題）で教皇庁
との交渉に当たりました。

帰国後の1919年（大正8年）からは東宮（皇太子・のちの昭和天
皇）の御用掛（フランス語教師）を務めました。1920年（大正9年）か
らは「公教（カトリック）青年会」の会長となり、「カトリック・タイムス」

（のちの『カトリック新聞』）などの創刊にも関わりました。1921年（大
正10年）の皇太子訪欧の随員も務め、ヴァチカン訪問をお膳立てし
たとされます。その後も日本とヴァチカンの外交関係の樹立に尽力し
ました（ヴァチカンからは1919年に教皇使節が派遣され、日本は
1942年に公使を設置した）。1937年（昭和12年）には片瀬の所有地
をシャルトル聖パウロ修道女会に寄贈し、乃木高等女学校（現・湘南
白百合学園）が設立されました。1942年帰天。

山本信次郎肖像
（パブリックドメイン）

1939年献堂。珍しい和風建築の聖堂であった（ただし、建設当時は周囲の反発を恐れ、十字架や天使像
は設置されなかった）。暁星出身でカトリック画家の長谷川路可（1897―1967）の聖画などがある。また、
敷地内には山本家の別荘が移築されている。

カトリック片瀬教会聖堂（撮影：加藤和哉）
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の
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の
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像

マリア会が創設した学校の校名は、暁星（東京）、海
星（長崎）、明星（大阪）などがありますが、いずれも聖
母マリアの別名に由来しています。マリア会とはその名
の通り、聖母マリアをキリストに従った人間の模範とし
て仰ぐ修道会だからです。
この絵は、山本信次郎がイタリア駐在武官を務めて

いた1917年にイタリア人の女性画家ルイザ・ムッシーニ
（1865-1925）に依頼して描かせたものです。この絵を
元に複製やカードが作られ、ローマのマリア会学院の
校長エルネスト・モーリスが作った「暁の星の聖母の祈
り」を添えて、日本でのキリスト教の布教の進展のため
にフランスを中心に広められました。さらに、暁星の後
輩の岩下壮一も1919年からのヨーロッパ留学中に、こ
の運動を引き継ぎ、５ヶ国語のカードを作成して、世界
中に配布しています。この絵を通して、世界中の人々が
日本におけるキリスト教の広がりを祈ったのです。
この絵によく似たムッシーニの作品「暁の星の聖母」

（図１）が知られており、元の絵で聖母子の下に広がる
風景を富士山を中心とするものに置き換えたもので
す。その富士山の姿は、手前の湾や島の形などから沼
津の獅子が浜から見たもの（図２）であることが特定さ
れており、またモチーフが日本画家小原古邨の描いた

「西伊豆の帆掛け舟」（図３）に酷似していることから、そ
の絵を参考にしたのではないかと推定されています。

聖画「暁の星の聖母」
（展示品）について

（図２） 獅子が浜から見た富士山（個人撮影）

（図３）
小原古邨「西伊豆の帆掛け舟」（1900年）
（パブリックドメイン）

（図１） ルイザ・ムッシーニ「暁の星の聖母」
　　　（1905年以前）（Victoria University蔵）


